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２月のふるさと公園 

 

 

 

公園の畦焼き風景 

 1/29ヤブレガサモドキ自生地池堤の草刈り＆擬木の設置作業(メダカ等の避難場所作り) 

朝から晴天で畦焼きには絶好の良い天気ではあったが、2~3 日前からの大寒波襲来で雪が降り草が乾い

ていない状態だった。案の定、増田地区より畦焼きは次週に延期との連絡が入った。従来よりこの畦焼き

は地元自治会の協力を得て行っているので次の日曜日(2 月 5 日)に延期した。 

9 時に会員 13 名が集合。畦焼きの延期を知らしめ、他の作業を指示して取り掛かる。刈払い機を使う人

6 名は軽トラックに機械を載せてヤブレガサモドキ自生地の池へ草刈りに移動する。1 時間半ほどで池の土

手を刈り終えた。 

あとの人は、昨年末(12/18)にふるさと公園の草刈りをした斜面の枯草を燃やせるようにかき出した。特

に、守池 2 号の斜面にはツツジ類が花芽を付けて越冬している状態なので、燃やさないようにツツジの無

いところに枯草を移動させた。作業は 11 時半ごろまで行い、この度も伊豆原会員が作ってくれた豚汁で小

腹を満たした。 

その後、午後に予定していた溝に擬木を設置する作業も続けて行なった。夏の渇水期に溝の水が干上が

ってしまい、そこで生活しているメダカなどの水生生物が死に絶えるということが過去に度々あった。そ

の対策として、コープこうべ環境基金の助成金により購入したコンクリート擬木 

を使い、溝を掘り擬木を設置して水生生物の一時避難場所を設けた。これまでに 

理事長がコツコツと設置作業を行って、擬木も残り半分ほどになっていたために 

作業も 1 時間ほどで終えた。1 時過ぎに全ての作業が完了した。 

 

 

 

 

 

 

2/5 公園観察会＆公園畦焼き 

 9 時に会員 14 名が集合。快晴の良い天気であった。昨夜の冷え込みで霜が降り地面には霜柱が生じてい

た。この日は今年度最後の観察会「冬の生き物観察会」に加え、先週から延期になっていた公園の畦焼き

作業が入って来た。 

 この時期の観察会は、立春といえども厳冬期で大変寒いことや、 

生物の活動が見られない時期のため一般の参加者があまり期待さ 

れない。しかしながら、寒さを凌いで常連の方が 1 名参加された。 

観察会は定時より開始した。 

 11 時頃、増田地区の消防団がポンプを持って来られたので、観察会は後半を残して中止し畦焼きに移っ

た。斜面の部分は 11 時になっても日が当たらず枯れ草はまだ濡れた状態で燃やすのに苦労した。 

伊豆原会員が小豆から作った“あんこ”と、理事長が提供した“もち”で“ぜんざい”が作られた。畦

焼きをしながら交代でぜんざいをいただき、1 時頃に畦焼きを終えた。(文責：横山) 

 

ヤブレガサモドキ自生地

ため池土手の草刈り 

増田地区と協働で公園の

畦焼きを行う 

芋畑の溝に擬木を

設置して水生生物

の避難場所を作る 

守池 2号斜面

のツツジを守

るため、枯草

をかき出す 
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2/2 水草プロジェクトの改修工事（栽培桶の更新）完了する 

  北播磨県民局県民交流室環境課の生物多様性保全活動推進支援事業補助金（50 万円）を活用し、

ふるさと公園東端(物置の裏側)にある水草プロジェクトの水槽(栽培桶) 

の内北側 2列（34桶）を更新、2月 2日に工事が完了しました。 

  見積金額：568,480円の内、助成金 50万円を差し引いた 68,480円は 

本会より支出致します。 

事後報告になりましたが、何卒ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月  5日（木）活動推進連絡会 19：00 

1月  7日（土）巨木調査 小河邸他 中央公民館 9：00集合 会員 4名 

1月 11日（水）三愛だより発送作業 市民活動センター15：00 会員 4名 

1月 24日（火）ネスタリゾート神戸内のヤブレガサモドキ自生地・移植地の草刈り 

       8時 40分ふるさと公園集合 9名(会員 8名、一般 1名) 9:00～10:30  

       旧教育キャンプ場跡現地及び、ヤブレガサモドキ自生地ため池の現状確認 

 

 

 

 

 

 

1月 25日（水）豊地小学校環境学習 「ふるさと公園の冬の様子」10：40～11：50  

       向山：チョウを中心に越冬タイプを紹介 セトウチサンショウウオも 

       北村：アカガエル、セトウチサンショウウオの卵塊、ドンコ、チョウセンカマキリの卵、 

1月 26日（木）三役会議 19：00～ 

1月 29日（日）ふるさと公園畦焼き 9時集合 会員 13名 ※2/5に延期(増田地区の畦焼きに連動) 

ヤブレガサモドキ自生地ため池土手の草刈り作業 

       擬木でメダカの逃げ場づくり(コープこうべ環境基金助成金に伴う作業) 

2月  2日（木）活動推進連絡会 19：00～ 

2月  5日（日）冬の公園観察会 会員 9：00集合 10:00～11:00  

         会員 14名、一般 1名、合計 15名 

ふるさと公園畦焼き 11:00～13:00、会員 14名 

 

 

 

2023年 1月～2月上旬の事業報告 

前ページに詳細掲載 

前ページに詳細掲載 

 完成！

❕ 
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市史編さん協力プロジェクト情報  

 
1 

 

花と蝶

お願い  

 

 

 

ふるさと公園だより 

ちょっと立ち寄って 

 覗いてみませんか！ 

 今、このような生きものが・・ 

 

 

 

気持ちが悪いと 

言わないでください。み

んなそれぞれの場所で

必死に生きているので

すから・・ 

2/5 公園観察会＆公園畦焼き 

芋畑の溝(1/29 に擬木を設置したところ)の氷を割り、モンドリを上げると、中にニホンアカガエルが 1

匹入っていた。モンドリから出してもほとんど動くことなくじっとしていた。産卵前の雌の個体で腹部

が膨れていた。 

守池 1 号に入れていたモンドリにはドンコが 4 匹とメダカとモツゴが多数入っていた。氷が張ったよ

うな池の中では魚はじっとしていると思いきや、餌を求めて動き回っている魚が想像出来た。 

守池 1 号の内側のハンノキにはミドリシジミの卵が産み付けられている。ハンノキの枝表面の白い斑

点に紛れた中での直径 1mm にもみたない卵を探すのは大変なことだ。卵は 1 か所に数個～10 個程度産

み付けられていた。虫メガネで拡大してみると、白い饅頭のような形で真ん中が窪んでいる。更に拡大

してよく見るとバフンウニのように表面が突起状になっている。こんな小さな卵で風雨にさらされて越

冬するミドリシジミに畏敬の念を感じた。 

黒褐色の尾状に垂れ下がったものを枝先に数本付けたハンノキがあった。この目立ったものはハンノ

キの雄花穂で、雌花穂は雄花穂の下部にある葉腋に楕円形のものを数個着けているがあまり目立たない。

傍に昨年生じた松かさ状の黒っぽい果実が数個ついていた。 

守池 2 号の西下の朽木を割ってみると、オオゴキブリの幼虫(翅が無い)やコメツキムシの幼虫がいた。

オオゴキブリを調べてみたら、青森県や宮城県などでは準絶滅危惧種に指定されていることにびっくり

した。理由は、森林伐採などで良好な自然林が減少し生息環境が縮小されているからだそうだ。 

倉庫前で、向山会員が採集したカマキリの卵(オオカマキリ、チョウセンカマキリ、ハラビロカマキリ、

コカマキリ)やバッタ類(クビキリギス、ツチイナゴ)の越冬成虫などを観察して学習した。(文責：横山) 

 

 

 
セトウチサンショ

ウウオの卵塊 

 
  

ニホンアカガエル 

の産卵が始まります 

(2月中旬頃から)       

成体♀(上)、卵塊(左)、

オタマジャクシ(右) 

 ため池のモンドリ

の中には、ドンコ、

メダカ、モツゴ

が・・ 

朽木を割れば、オオ

ゴキブリやコメツキ

ムシの幼虫が・・ 

 

 ハンノキの雌花 

ハンノキの雄花 

  
ミドリシジミの卵

(ハンノキに産卵) 

ミドリシジミ成虫 

https://4.bp.blogspot.com/-9Lr83iRaCE0/UnIEV5fNmGI/AAAAAAAAaDM/fuMWTrPPhB4/s800/wood_kanban6.png
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日 曜  ２月 行事 他 日 曜 ３月 行事 他 

10 金 救急処置講習会 市民活動ｾﾝﾀｰ 14：00  5 日  (おもだか原稿締切) 

11 土 野鳥観察  ﾎｰｽﾗﾝﾄﾞﾊﾟｰｸ  7：15～12：00   

ｼｼﾞﾐｵﾓﾀﾞｶ自生地草刈り 高男寺公民館

14：00集合 

6 月  

12 日 (2/11 の予備日)  7 火  

13 月  8 水  

14 火  9 木  

15 水  10 金 三愛だより発送 

16 木  11 土  

17 金  12 日  

18 土  13 月  

19 日  14 火  

20 月  15 水  

21 火  16 木  

22 水  17 金  

23 木 （三役会議） 18 土  

24 金  19 日  

25 土 旧教育キャンプ場跡現地草刈り 9：00集合 20 月  

26 日 (2/25 の予備日) 21 火   

27 月  22 水  

28 火  23 木 （三役会議） 

３月  24 金  

 1 水  25 土  

 2 木 活動推進連絡会 19:00 26 日  

 3 金  27 月  

 4 土 虫の冬越し探検隊 会員集合 8：30 28 火  

【備考】・「増田ふるさと公園」観察会「春の野草観察＆野草の天ぷら」：4月 15日(土) 

・令和 5年度通常総会＆講演会：5月 28日(日)  講師：永幡嘉之氏(会員) 

 水  金 

    土 

 
   日 

 
   火 

三愛研 2023年 2月中旬～3月 事業活動予定表

 

 

｢おもだか｣ 寄稿のお願い！ 

＜原稿締切日：３月５日＞ 

皆様の積極的なご寄稿をお願い致します。 

 なお、寄稿して頂ける方で原稿の提出が遅く

なる場合、編集する都合上、お名前だけでも連

絡して頂ければ幸いです。 

 「おもだか」編集委員 池田裕子 

Eメール： 8728hiroko@gmail.com 

 

 年会員納入 最後のお願い！ 

  

年会費未納の方が６名(2月 9日現在)になりました。 

 今年度の決算時が近づいております。お忘れの方は、出来

るだけ早く納入して頂きますようお願い致します。 

なお、該当される方には今回も督促状を同封させてもらっ

ています。（会計：横山） 

 

 

 

ご寄付ありがとうございました！ 
 

今年度も多くの方から寄付をして頂 

きありがとうございました。 

 三愛研の活動に有効に利用させて 

頂きます。 

岡本高宏 様（会員） 

池町敏彦 様(会員) 

森岡   様(豊中市) 

日覺   様(吉川町) 

匿名希望 様(志染町自由が丘) 

 

この場を借りてお礼を申し上げます。 

mailto:8728hiroko@gmail.com

